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一
は
じ
め
に

筆
者
は
い
ぜ
ん
本
誌
上
で
大
野
の
古
墳
時
代
に

(
注
一
)

つ
い
て
若
干
言
及
し
た
こ
と
が
あ
り
、
未
だ
に
後

篇
を
出
す
に
至
っ
て
い
な
い
。
既
に
前
篇
提
出
後

一
年
余
り
を
経
て
お
り
、
本
来
な
ら
ば
小
稿
は
続

篇
と
な
る
筈
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昨
年
大
野
に

お
い
て
不
幸
に
も
首
長
墓
と
考
え
ら
れ
る
前
方
後

円
墳
な
ど
が
削
ら
れ
る
と
い
う
事
件
が
お
き
、
そ

れ
ら
の
古
墳
は
放
置
し
て
お
け
ば
自
然
崩
壊
の
危

険
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
緊
急
に
調
査
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
事
態
に
至
っ
た
。
そ
の
発
掘
調
査
は
来
春
に
予

中
司

鯖
江
市
立
待
古
墳
群
に
つ
い

定
さ
れ
て
お
り
、
発
掘
さ
れ
る
と
な
れ
ば
単
に
踏
ら
れ
て
い
る
が
本
来
同
一
グ
ル
ー
プ
の
大
古
墳
群

査
に
よ
る
予
測
の
み
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
ま
で
で
あ
り
、
「
立
待
古
墳
群
」
と
で
も
一
括
呼
称
さ

正
確
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
し
た
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
天
神
山
、
山
頂

が
っ
て
続
篇
は
調
査
後
に
果
す
こ
と
に
し
た
い
。
経
ヶ
岳
、
春
慶
寺
山
の
各
群
は
こ
の
立
待
古
墳
群

他
方
こ
の
間
、
鯖
江
市
天
神
山
古
墳
群
の
狐
山
の
支
群
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。

古
墳
の
遺
物
を
実
院
レ
)
、
同
古
墳
を
踏
査
す
る
機
き
て
、
天
神
山
古
墳
群
(
支
群
)
は
立
待
古
墳

会
を
得
た
。
天
神
山
古
墳
群
に
つ
い
て
は
既
に
正
群
の
西
端
丘
陵
上
に
位
置
し
、
他
の
山
頂
、
経
ケ

式
な
報
告
龍
一
ド
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
本
報
告
書
岳
、
春
慶
寺
山
の
各
支
群
が
標
高
の
よ
り
高
い
丘

は
一
般
の
人
々
に
は
入
手
し
難
い
も
の
で
あ
り
、
陵
上
に
あ
り
ほ
と
ん
ど
円
墳
か
方
墳
で
構
成
き
れ

ま
た
狐
山
古
墳
な
ど
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
触
れ
ら
て
い
る
の
に
対
し
、
最
も
低
い
丘
陵
な
が
ら
四
基

れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
今
回
は
狐
山
古
墳
に
つ
い
の
明
確
な
前
方
後
円
墳
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
す

て
従
来
の
説
明
不
足
の
点
を
若
干
補
う
と
と
も
に
、
な
わ
ち
狐
山
古
墳
、
万
丈
古
墳
、
高
島
自
治
、
中

当
古
墳
を
含
む
古
墳
群
に
つ
い
て
の
再
紹
介
を
呆
坂
古
墳
で
あ
り
、
立
待
古
墳
群
を
形
成
し
た
「
立

し

た

い

と

思

う

。

待

地

域

集

団

」

の

首

長

墓

は

天

神

山

古

墳

群

に

集

中
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
る
特
定
丘

陵
が
首
長
系
列
墓
域
と
し
て
占
定
さ
れ
、
残
余
の

丘
陵
に
他
の
集
団
構
成
員
が
墓
域
を
設
定
し
た
も

の
で
あ
り
、
当
地
域
集
団
に
お
い
て
も
階
層
的
差

異
に
基
づ
い
た
墓
域
の
設
定
が
行
な
わ
れ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
福
井
市
の
足
羽
山
古
墳
群
内
に

お
け
る
足
羽
叫
刻
群
と
八
幡
山
、
見
越
山
両
支
群
、

松
岡
町
域
を
中
心
と
す
る
松
岡
古
墳
群
内
に
お
け

(
注
五
)

る
松
岡
支
群
と
原
白
山
、
重
立
山
両
支
群
な
ど
の

二
天
神
山
古
墳
群
に
お
け
る
四
代
の
首
長

天
神
山
古
墳
群
は
鯖
江
市
の
北
郊
に
あ
り
、
行

政
的
に
は
福
井
市
と
の
境
界
緑
辺
に
位
置
し
、
西

を
越
前
の
沖
積
地
を
貫
流
す
る
日
野
川
と
、
東
を

旧
浅
水
川
に
よ
っ
て
挟
ま
れ
た
丘
陵
上
に
所
在
し

て
い
る
。
報
告
に
よ
れ
ば
周
辺
の
古
墳
も
含
め
て

総
数
一
五
七
基
の
古
墳
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
天

神
山
古
墳
群
、
経
ヶ
岳
古
墳
群
な
ど
と
呼
ぴ
分
け

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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関
係
も
同
様
な
階
層
的
差
異
に
依
拠
し
た
占
地
を

顕
現
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

図
ー
は
天
神
山
古
墳
群
の
分
布
図
で
あ
る
が
、

筆
者
が
踏
査
し
得
た
の
は
ご
く
一
部
分
に
過
ぎ
な

い
た
め
、
大
半
は
同
報
告
書
の
掲
載
分
布
図
に
よ

っ
た
。
ま
ず
丘
陵
南
端
の
天
神
山
か
ら
説
明
す
る

な
ら
ば
、
こ
の
部
分
に
は
「
空
堀
特
殊
遺
構
」
と

天神山古墳群分布図図 1

呼
称
さ
何
百
遺
構
が
あ
り
、
現
在
も
二
重
あ
る
い
れ
た
も
の
で
、
前
後
に
そ
の
痕
跡
を
み
と
め
る
こ

は
三
重
に
堀
を
め
ぐ
ら
し
た
跡
が
良
く
残
っ
て
い
と
が
で
き
る
。
た
だ
陪
塚
ら
し
い
も
の
は
確
認
で

る
。
(
図
1
の
A
)
報
告
書
で
は
城
砦
跡
説
が
否
定
き
な
か
っ
た
。
ま
た
高
島
古
墳
も
狐
山
古
墳
と
同

さ
れ
て
い
る
が
ご
く
典
型
的
な
砦
跡
で
あ
り
、
何
様
に
自
然
地
形
を
利
用
し
て
削
り
出
し
て
い
る
が
、

の
根
拠
で
特
殊
遺
構
と
さ
れ
た
の
か
理
解
し
難
い
じ
高
さ
は
特
に
雄
大
で
あ
り
狐
山
古
墳
を
凌
い
で
い

次
に
狐
山
古
墳
は
こ
の
天
神
山
砦
跡
か
ら
最
初
の
る
。
こ
の
、
後
円
部
上
に
は
似
形
の
盗
掘
穴
が
あ

高
所
に
位
置
し
、
丘
陵
の
段
線
を
掘
割
っ
て
造
ら
り
、
副
葬
品
の
遺
存
が
疑
わ
れ
る
状
況
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
筆
者
は
立
待
古
墳
群
全
体
の
様
相
を

充
分
に
把
握
し
得
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
、

越
前
に
お
け
る
古
墳
の
占
地
は
基
本
的
に
は
丘
陵

93 

に
四
基
の
う
ち
一
二
基
の
墳
丘
測
量
図
が
作
成
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
惜
し
い
こ
と
に
二
基
の

測
図
に
は
墳
丘
裾
線
が
加
筆
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

具
体
的
な
平
面
プ
ラ
ン
の
変
化
を
辿
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
し
か
し
、
各
々
の
墳
丘
の
断
面
図
に

よ
っ
て
前
方
部
が
次
第
に
発
達
し
て
い
る
こ
と
が

窺
え
、
先
に
占
地
か
ら
推
測
し
た
四
基
の
前
方
後

円
墳
の
変
遷
が
あ
な
が
ち
誤
っ
て
い
な
い
こ
と
を

中
司

鯖
江
市
立
待
古
墳
群
に
つ
い
て さ』

先
端
部
か
ら
奥
へ
と
変
化
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
観
点
か
ら
四
基
の
前
方
後
円
墳
の
築
造
順
序
を

想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は

1 
20 M 。

J一一一~

狐
山
古
墳
↓
万
丈
古
墳
↓
高
島
古
墳
↓
中
坂
古

墳
で
あ
る
。
ま
た
別
な
方
法
で
こ
の
四
基
の
築
造

順
序
を
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
幸
い
な
こ
と

ノ主。

傍
証
す
る
に
充
分
と
言
え
よ
う
。

な
お
、
越
前
に
お
い
て
山
稜
線
上
に
位
置
す
る

古
墳
は
若
干
の
例
外
を
除
い
て
四
、
五
世
紀
代
に

限
定
で
き
る
こ
と
が
今
日
ま
で
の
調
査
で
判
明
し

て
い
る
。
ゆ
え
に
当
然
の
こ
と
な
が
ら
前
述
の
四

基
も
こ
の
二

0
0年
間
に
合
口
ま
れ
る
も
の
で
あ
ろ

、寸ノ。

4 

図2

o M 20 
ト一 合一 -， 

前方後円墳々丘実測図

(1-) 3 高島古墳
4 中坂古墳

注三文献図を一部改変

三
狐
山
古
墳
の
検
討

立
待
古
墳
群
内
で
発
掘
調
査
さ
れ
た
前
方
後
円

墳
は
狐
山
古
墳
の
み
で
あ
る
。
当
墳
の
調
査
結
果

と
し
て
は
、
概
略
次
の
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

『
墳
丘
の
主
軸
は
ほ
ぼ
方
位
に
従
っ
て
営
ま
れ

全
長
コ
二
・
三
米
、
後
円
部
一
径
一
九
・
四
米
、

高
き
三
・
三
米
、
墳
頂
平
坦
面
径
約
六
米
で
、

前
方
部
は
西
側
の
封
土
が
流
れ
て
お
り
、
長
さ

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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約
二
一
米
、
巾
約
八
米
、
高
さ
約
一
米
の
も
の

で
あ
る
。

ヨ2 

狐山古墳主体部実測図
(注三文献より)

1
0
'
2
 

1
q
 

M 

や九ミ

。
白

図3

内
部
構
造
は
墳
頂
か
ら
一
・
一
米
の
と
こ
ろ
に

小
さ
な
礁
を
ま
じ
え
た
厚
さ
五
糎
乃
至
一

O
糎

く
ら
い
の
責
褐
色
の
粘
土
が
敷
か
れ
て
い
た
。

巾
は
北
部
で
一
米
、
南
部
で
八
五
糎
、
長
さ
四

・
六
米
で
、
平
面
(
筆
者
注
、
床
面
)
は
ほ
ぼ
水

平
で
あ
っ
た
。
そ
の
両
端
に
は
賞
褐
色
の
粘
土

の
塊
り
が
あ
り
、
北
部
の
粘
土
巾
は
五
五
糎
、

長
さ
五

O
糎
、
南
部
の
粘
土
巾
は
四
五
糎
、
長

き
四

O
糎
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
南
北
の
間
隔
は

三
・
二
米
余
り
、
頭
部
の
内
法
巾
約
四
五
糎
で

副
葬
品
と
し
て
は
北
の
頭
部
付
近
か
ら
伐
製

鏡
一
面
(
変
形
四
獣
鏡
)
と
碧
玉
製
管
玉
一
個

と
青
色
ガ
ラ
ス
小
玉
一
個
が
検
出
さ
れ
た
に
過

ぎ
な
い
。
そ
の
他
墳
頂
下
二

O
糎
で
主
体
部
の

真
上
か
ら
土
師
器
片
が
検
出
さ
れ
た
。
』

以
上
の
報
告
に
よ
っ
て
、
内
部
主
体
は
内
法
長

三
・
二
米
の
箱
形
木
棺
で
あ
り
、
粘
土
を
敷
い
た

上
に
墳
丘
主
軸
に
そ
っ
て
置
か
れ
、
両
小
口
板
の

外
側
に
も
粘
土
塊
が
充
填
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
出
土
し
た
副
葬
品
を
紹
介
す
る
。
変
形
四

獣
鏡
は
復
元
径
八
・
四
糎
、
縁
厚
三
・
二
粍
、
復

狐山古墳出土遣物遣図4

1 

匂¥ちーτ』下75
-一cC _'>-ーャL..-J' 4 

CM 10 。
狐山古墳(1~3)，経ヶ岳山頂墳(4)
出土遺物実測図

4 

図5

元
銀
高
七
粍
で
あ
り
、
鏡
背
面
に
朱
が
付
着
し
て

い
る
こ
と
か
ら
棺
内
に
施
朱
が
行
な
わ
れ
た
こ
と

が
窺
え
る
。
管
玉
は
灰
色
を
口
玉
川
中
、
光
沢
を
も
っ

戸

川

u
e
e
L
}

た
も
の
で
、
最
大
長
二
・
七

O
糎
、
最
大
径
七
・

?3 
@ 

CM 
。
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八
粍
、
重
さ
三
瓦
で
、
三
口
う
ま
で
も
な
く
両
側
穿

孔
で
あ
る
。
ガ
ラ
ス
小
玉
は
緑
色
が
か
っ
た
青
色

で
、
切
り
口
は
丸
く
な
っ
て
い
な
い
。
最
大
長
三

・
七
八
粍
、
最
大
径
三
・
五
粍
、
重
き
一

O
O隠

以
下
で
あ
る
。

首
長
墓
と
い
う
の
も
お
こ
が
ま
し
い
程
度
の
貧

弱
な
副
葬
品
量
で
あ
る
が
、
当
地
で
は
ご
く
平
均

的
な
副
葬
品
の
構
成
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
に

僅
少
な
副
葬
品
か
ら
築
造
時
期
を
限
定
す
る
の
も

や
や
困
難
で
あ
る
が
、
一
応
四
世
紀
末
な
い
し
五

世
紀
初
頭
に
比
定
し
て
お
く
。

中
坂
古
墳
(
全
長
四
五
米
)
五
世
紀
後
葉

と
な
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
以
上
の
詳
細
な
年
代
は
今

後
の
調
査
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ

ヲ@。
4 

95 

と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
先
々
稿
に
お
い
て
、
松
岡
・

丸
岡
町
内
に
存
在
す
る
全
長
一

O
O米
近
い
大
型

墳
は
そ
の
規
模
が
三

0
1
五
O
米
ク
ラ
ス
の
各
地

域
首
長
墓
の
上
に
立
つ
広
報
羽
長
(
大
首
長
)
の

墓
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。
右
に
記
し
た
ご

と
く
立
待
地
域
の
四
代
の
首
長
墓
の
比
定
時
期
に

大
過
な
い
と
す
れ
ば
、
狐
山
古
墳
は
松
岡
古
墳
群

四

立

待

地

域

の

首

長

の

手

繰

城

山

首

配

(

全

長

三

一

八

・

四

米

)

に

、

以
上
の
狐
山
古
墳
の
検
討
か
ら
他
の
三
基
の
首
万
丈
古
墳
は
丸
岡
古
墳
群
の
六
呂
瀬
山
古
墳
(
全

長
墓
に
も
若
干
の
年
代
的
な
限
定
が
可
能
に
な
る
。
長
約
一
五

O
米
)
に
、
高
島
古
墳
は
松
岡
古
墳
群

(注一

O
J

仮
に
前
記
四
墳
が
歴
代
首
長
墓
で
あ
り
、
各
墳
に
の
泰
遠
寺
山
古
墳
(
全
長
約
一

O
O米
)
に
各
々

一
世
代
ご
と
の
時
期
的
な
間
隔
を
想
定
す
る
こ
と
ほ
ぼ
併
行
す
る
こ
と
と
な
る
。

が

許

さ

れ

る

な

ら

ば

、

そ

れ

で

は

こ

の

立

待

地

域

の

首

長

も

松

岡

・

丸

狐
山
古
墳
(
全
長
三
二
・
三
米
)
四
世
紀
岡
か
ら
輩
出
し
た
歴
代
の
広
域
首
長
に
属
し
た
も

↑
，
末
な
い
し
五
世
紀
初
頭
の
で
あ
ろ
う
か
。
越
前
の
北
陸
道
域
の
地
形
は
福

万
丈
古
墳
(
全
長
三
四
米
)
五
世
紀
前
葉
井
平
野
と
南
越
盆
地
に
分
か
れ
て
お
り
、
立
待
地

↑

域

は

当

然

後

者

に

含

ま

れ

る

も

の

で

あ

る

。

加

え

高
島
古
墳
(
全
長
四
三
米
)
五
世
紀
中
葉
て
南
越
盆
地
に
は
斉
藤
優
氏
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ

l 2 3 

中
司

鯖
江
市
立
待
古
墳
群
に
つ
い
て

『
注
-
一
}

た
経
ヶ
塚
古
墳
(
全
長
七
三
米
)
や
青
木
豊
昭
氏

に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
今
北
山
訴
一
堤
}
(
全
長
約
七

五
米
)
な
ど
の
大
型
墳
が
あ
り
、
両
墳
は
五
世
紀

中
葉
ま
で
降
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
立
待

地
域
の
一
、
二
代
目
の
首
長
は
、
基
本
的
に
は
南

越
盆
地
内
の
広
域
首
長
に
属
し
て
い
た
も
の
と
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
付
言
す
る
な
ら
ば
、
南
越
盆
地
の
広
域

首
長
と
福
井
平
野
の
広
域
首
長
が
同
じ
よ
う
な
勢

力
を
も
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ほ
ぼ
同
一
時
期
と
考
え
ら
れ
る
今
北
山

古
墳
と
六
呂
瀬
山
古
墳
を
比
較
す
れ
ば
明
ら
か
な

知
く
、
後
者
の
墳
丘
規
模
は
前
者
の
ほ
ぽ
二
倍
で

あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
越
前
に
お
い
て
併
立
し

て
い
た
二
つ
の
広
域
首
長
相
互
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
今
後
南
越
盆
地
で
の
分
布
を
含
め
た
調
査
精

度
が
高
ま
れ
ば
解
決
の
糸
口
が
把
め
る
問
題
で
あ

る
。
や
た
ら
と
発
掘
す
る
こ
と
よ
り
も
、
ま
ず
精

度
の
高
い
分
布
調
査
と
各
墳
の
墳
丘
測
量
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
こ
そ
当
面
必
要
な
課
題
な
の
で
あ
る
。

五
立
待
古
墳
群
の
破
壊
に
関
連
し
て

図
5
の
4
は
経
ヶ
岳
古
墳
群
の
山
頂
に
所
在
す
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る
円
墳
か
ら
一
九
七
三
年
に
採
集
し
た
刀
の
断
片

で
あ
る
。
今
二
片
に
な
っ
て
い
る
が
本
来
同
一
個

体
と
考
、
え
ら
れ
、
平
棟
平
造
で
刃
幅
三
糎
、
棟
厚

六
・
八
粍
の
両
闘
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
万

身
に
は
木
質
が
付
着
し
て
い
る
。

本
墳
も
近
年
と
み
に
有
名
に
な
っ
た
盗
掘
常
習

者
に
よ
っ
て
掘
り
荒
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の

他
に
も
立
待
古
墳
群
は
軒
並
み
乱
掘
さ
れ
る

な
ど
、
被
害
を
被
っ
た
古
墳
は
お
び
た
だ
し
い
数

に
の
ぼ
る
。
こ
の
違
法
者
の
行
跡
は
当
古
墳
群
の

み
に
留
ま
ら
ず
、
隣
接
す
る
麻
生
津
地
域
で
先
に

調
査
さ
れ
た
安
保
山
一
、
二
口
王
骨
信
一
体
ヶ
崎
山
上

な
ど
数
基
の
前
方
後
円
墳
を
は
じ
め
、
西
は
西
大

{
日
一
四
)

(

J

H

一
五
)

井
古
墳
群
か
ら
東
は
酒
生
古
墳
群
ま
で
及
ん
で
い

る
。
こ
れ
だ
け
膨
大
な
数
の
古
墳
が
盗
掘
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
は
大
阪
・
二
須
賀
古
墳
群
の
例
を
ま

つ
ま
で
も
な
く
当
県
で
も
大
事
件
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
大
問
題
の
追
求
が
い
つ
の
ま
に

か
ウ
ヤ
ム
ヤ
に
な
っ
て
い
る
の
も
不
可
解
な
こ
と

で
あ
る
。

反
面
こ
の
事
件
の
責
任
の
一
端
が
考
古
学
関
係

者
に
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
一
般
の
人
々

へ
の
遺
跡
の
周
知
徹
底
や
正
し
い
知
識
の
普
及
な

ど
の
対
応
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
育
っ
た

か
も
し
れ
ぬ
若
い
芽
の
育
成
を
妨
げ
、
一
面
で
は

膨
大
な
数
の
盗
掘
を
助
け
る
こ
と
に
も
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
北
陸
で
最
も
豊
か
な

遺
跡
数
を
抱
え
な
が
ら
最
も
研
究
者
数
が
少
く
、

研
究
も
遅
れ
て
い
る
の
は
他
な
ら
ぬ
当
県
で
あ
る
。

か
つ
て
か
鯖
江
市
で
は
最
も
代
表
的
な
古
墳
群
。

と
言
わ
れ
た
立
待
古
墳
群
、

A
7
壊
滅
寸
前
で
あ

(
福
井
市
開
発
町
七
三
|
一
五
|
二
)

ヲ

hv
(
付
記
)

小
稿
中
に
お
い
て
は
既
報
告
の
成
果
を
修
正
し

て
い
る
部
分
も
多
い
が
逐
一
指
摘
し
な
か
っ
た
。

本
来
な
ら
ば
先
学
諸
氏
の
説
を
紹
介
し
、
批
判
す

べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
省
略
し
た
の
は
小
稿
が

よ
り
正
確
な
資
料
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
考
古

学
の
紹
介
を
意
図
し
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
。

注

斉氏実年若拙
藤の測 越稿
i憂ごに 郷
他配あ 土「

慮た 研大
「をつ 究野
天得て 盆
神たは 第地
山。鯖二の
古江ー古
墳市巻墳
群史第待
」 編三代

纂号(
室前
竹昭篇
内和)
信五」
夫ー

鯖
江
市
教
育

委
員
会
昭
和
四
八
年

四
、
斉
藤
優
「
足
羽
山
の
古
境
し

懇
談
会
昭
和
三
五
年

玉
、
斉
藤
優
「
松
岡
古
墳
群
L

文
化
財
調
査
報
告

第
八
集
昭
和
三
三
年

六
、
注
三
文
献
に
同
じ
。

七
、
ノ
ギ
ス
は
五

O
分
の
一
粍
ま
で
の
も
の
を
使
用
し

た
。
以
下
の
計
測
値
も
同
じ
。

入
、
拙
稿
「
六
呂
瀬
山
古
墳
と
そ
の
陪
塚
L

若
越

郷
土
研
究
第
二

O
巻
第
六
号
昭
和
五

O
年

筆
者
は
本
稿
中
に
お
い
て
当
墳
の
営
造
時
期
に
つ

い
て
は
明
記
し
て
い
な
い
。
し
か
し
文
意
か
ら
も

明
白
な
ご
と
く
手
繰
城
山
古
墳
(
四
世
紀
末
な
い

し
五
世
紀
初
頭
)
の
一
世
代
後
を
想
定
し
て
お
り
、

よ
っ
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
五
世
紀
前
菜
と
考
え

て
い
た
訳
で
あ
る
。
誤
解
さ
れ
て
い
る
向
き
も
あ

る
の
で
銘
記
し
て
お
く
。

九
、
福
井
大
学
考
古
学
研
究
会
「
松
岡
三
号
境
(
手

繰
城
山
古
墳
)
の
調
査
」
松
岡
町
教
育
委
員
会

昭
和
五

O
年

一
口
、
注
五
文
献
に
同
じ
。

二
、
斉
藤
優
「
朝
日
山
古
墳
群
L

文
化
財
調
公
報

告
第
二
一
集
昭
和
四
六
年

ゴ
一
、
福
井
県
教
育
委
員
会
「
安
保
山
古
墳
群
」
福

井
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第
一
集
昭
和
五

一年

一
=
一
、
注
一
二
文
献
に
同
じ
，

一
回
、
山
本
昭
治
「
西
大
井
古
墳
群
」

福
井
県
郷
土
誌

鯖
江
市
教
育

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



97 

委
員
会
昭
和
四
八
年

一
五
、
福
井
大
学
考
古
学
研
究
会
「
福
井
市
酒
生
地
域

に
お
け
る
埋
蔵
文
化
財
分
布
調
査
報
告
」
昭
和

四
九
年
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